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変更： 2022 年 1 月 26 日（水）：10：00～16：30 
会場： 大田区産業プラザ（東京 蒲田）特別会議室 
主催： 一般財団法人日本電子部品信頼性センター 

 

 
１．日時： 

2022 年 1 月 26 日（水）：10：00～16：30 
２．場所： 

大田区産業プラザ 3F 特別会議室（添付地図参照） 
     現地参加が難しい方へ Web 同時配信致します。お申し込みの際、現地受講、Web 受講を選択してください。 
３．対象認証クラス及び対象者：  

今回は、資格有効期限が以下(1)～(5)の方で、資格を維持される ESD COORDINATOR、主任 ESD 
COORDINATOR の方が対象です。新型コロナの影響を考慮し、有効期限が 2020 年の方も対象にしていま

す。ただし、期限切れ後の受講の場合は、期限切れ後、更新セミナー受講前の期間は認証書が発行されま

せん。 
(1)2020 年６月 30 日     (2)2020 年 12 月 31 日    (3)2021 年６月 30 日 
(4)2021 年 12 月 31 日    (5)2022 年６月 30 日  

 
４．セミナー内容：  

ESD 対策技術力（IEC ESD 国際規格改訂内容を含めた）向上を主テーマとしたセミナーで、予定スケジュールは

以下の通りです。 
 
第 40 回 ESD COORDINATOR 更新セミナースケジュール（講演題名が変更することがあります） 

2022 年 1 月 26 日（水） 

時間 内容 講師 

（10:00~10:40） 更新にあたってのガイダンス RCJ 

（10:40~12:10） RCJS-TR-5-2「静電気現象からの電子デバイスの保護-指針-」の解説 未定 
（12:10~13:10） 昼食休憩  

（12:50~13:10） RCJ の ESDC 関連活動について RCJ 

（13:10~14:40） 半導体デバイスの ESD 試験方法の解説 未定 

（14:40~15:00） 休憩  

（15:00~16:30） 基板・モジュールレベルの静電気対策－RCJ 委員会活動報告を中心に－ 未定 

   
５．教材：① 発表スライドコピー 

② RCJS-TR-5-2（第 2 版）:2017（静電気現象からの電子デバイスの保護－指針） 
③ 「ESD コーディネータのための静電気対策基礎シリーズ」③、④ 

「静電気帯電防止のための静電気測定（上）、（下）」（これは参考資料で、セミナーで説明しません。） 
   （注：上記資料のいずれかを既にお持ちの方でも、特に割引しませんので、ご了承下さい。） 

更新セミナー受講機会： 4回 （セミナーは年3回実施）

6月有効期限

注1： 期限切れの半年後に更新セミナーを受講された場合は、
期限切れから半年は、登録書（認証書）、認証カードが発行されません。

注2： 期限切れ後の半年以内に更新セミナーを

受講されなかった場合は、資格失効となります。

注3： 期限切れの半年前に更新セミナーを受講された場合も

有効期限の変更はりません。

11月 5月 9月 11月 5月

12月有効期限

実施要領 

第４０回 ESD COORDINATOR 資格更新セミナー 

ESD COORDINATOR、主任 ESD COORDINATOR 資格は、3 年毎に更新することになっています。更新

セミナーは、認証の基本となる IEC 規格の改訂状況を含めた ESD 対策技術のリフレッシュの機会を与える

ことを目的としています。 
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６．新 IEC 61340-5-1(2007)の不採用と RCJS-5-1（第 3 版）:2016 の発行 

IEC TR 61340-5-1（1998）の改訂版として、2007 年に IEC 61340-5-1 が正式規格（IS）として発行されました。

しかし、接地関係で日本にそのまま適用すると人体安全性上問題があることが判明し、日本として従来規格を採用する

ことにし、TR C 0027-1:2002（IEC TR 61340-5-1(1998)の JIS(TR)）を引き継いだ RCJS-5-1:2010 を発行し、2014 年に

RCJS-5-1 の第 2 版を発行しました。更に、2016 年 12 月に第 3 版を発行しました。日本独自の接地環境を維持し、IEC
の最新の改定内容を反映させています。 

 

７．参考図書（セミナー時には使用しませんが、参考図書として紹介するものです）： 
① 「静電気管理技術の基礎（RCJS-5-1、RCJS-TR-5-2 を読むために）（二澤正行著、RCJ 監修）」（改訂第 4 版） 

解説書は、2009 年 4 月 30 日発行の増補版を大幅改定し、2013 年 10 月に全面改訂第 3 版として発行しました。更に

最新の情報を採り入れた第 4 版を 2016 年 12 月に発行しました。今回は、従来の RCJS-5-1、RCJS-TR-5-2 の解説の

他、最新の RCJS-5-1（第 3 版）、IEC 61340-5-1 2nd ed.（2016）及び米国 ESD 管理標準（ANSI/ESD S20.20（2014））と

の相互比較と解説を加えたものです。 
② 「静電気管理入門」 （二澤 正行 編著  森北出版：2011 年 10 月） 

これは、従来より参考図書として推薦していたものです。 
  ③ 「静電気管理のためのデータブック」（二澤 正行 監修 RCJ 出版：2012 年 6 月） 

これは、静電気管理用資材や保護アイテムの測定方法と実測データをまとめたものです。日々ESD 管理に努力されて

いる ESD コーディネータの皆様の ESD 管理用資材・保護アイテムの評価や選定のために大いに参考になります。 
 

８．レポート提出： セミナーテーマに基づくレポート提出が必要です。評価を行います。不合格の場合は再提出が必

要になります。テーマ名等の詳細は当日配布します。 
 

９．参加費（消費税込み） 
更新セミナー： RCJ 賛助企業会員： 25,740 円、 一般： 33,000 円（税込み） 

 

１０．定員： 現地 40 名、Web 参加 120 名（コロナ対策のため、現地参加の定員を少なめにしています） 
 

１１．申込方法 

申込先： 
（一財）日本電子部品信頼性センター                  
〒111-0043 東京都台東区駒形2-5-6 カミナガビル3階  TEL：03-5830-7601、FAX：03-5830-7602 

申込締切： 2022年1月19 日（水） 

申込方法： ホームページのフォーム http://rcj.or.jp/update-seminar-application よりお申込みください。 

振込銀行 
口座名： 

三菱UFJ銀行、日本橋中央支店 普通預金口座 0084373  
口座名義：（一財）日本電子部品信頼性センター  
 
注）費用の振込み予定日は、貴社の都合に合わせて頂いて結構です。 

 

問い合わせ先 
（一財）日本電子部品信頼性センター RCJ ESD COORDINATOR 資格認証専門委員会事務局 
 E-Mail：info@rcj.or.jp   
 

 

◆会場ご案内 
 

 
 

会場： 大田区産業プラザ： ３階特別会議室（http://www.pio-ota.net/access/） 
        〒144-0035 東京都大田区南蒲田1-20-20  
交通： 京浜急行線・空港線/京急蒲田駅より徒歩約2分 （品川・横浜・羽田空港よりの所要時間各約10数分）  
 ＪＲ京浜東北線/蒲田駅より徒歩約12分 
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＜ESD COORDINATOR資格認証制度の改定（資格維持、更新に関する改訂）＞ 
（2005.11 改訂、2006.9 改訂（会費年度と認証カード有効期間の明確化）） 

 
1.  ESDC の有効期限は初回登録日又は更新日から 3 年とします。登録を更新するためには、更新セミナーを受講

しなければなりません。但し、大幅な規格改定があった場合等は、臨時の更新セミナーを開催します。3 年以内に

臨時の更新セミナーを受講した場合は、3 年目の更新セミナーは免除されます。更新毎に認証書を発行し、有効

期限を明記します。 
 
2.  年度（4 月から翌年 3 月まで）毎に資格維持として、維持料を支払う必要があります。但し、初回登録年度は

維持料は必要ありません。また、１年毎に認証カードを発行します。認証カードの有効期限は 1 年間（資格取

得月～翌年の前月）とします。（注 1：維持 1 年、更新 3 年）（注 2：会費年度（4 月から翌年 3 月まで）と認証カ

ードの有効期間（資格取得月～翌年の前月）は異なります。但し、認証カード有効期限は、8 月、11 月受講

者は翌年の 12 月 31 日、5 月、6 月受講者は翌年 6 月 30 日に統一します。） 
   資格維持のための年会費は、ESD COORDINATOR、主任 ESD COORDINATOR とも同額で、また RCJ 賛助会

員・非会員の区別なく 8,000 円とします。 
   会費請求後 1 年以内に納入が無い場合は、有効期限内でも資格が失効します。 
 
3. 上記改訂は2006年度から実施します。また、2002年11月から2005年まで登録されたESD COORDINATOR、主任

ESD COORDINATORからは、2005年までの維持料金の追加徴収はしません。 
 
＜注＞資格有効期間は、初回登録日（又は更新日）～3年目の12月31日（8月、11月受講者）と初回登録日（又

は更新日）～3年目の6月30日（5月、6月受講者）の2種類に整理します。 
 
＜ESD COORDINATOR、主任 ESD COORDINATOR 更新に関する要領＞ 
 
1. 更新セミナー内容 

・時間： 1 日 
・内容：  ・IEC における規格改定状況（IEC 61340 5-1、5-2 を中心に改訂状況の説明） 

・実際の ESD 対策技術セミナー 
・セミナーは、ESD COORDINATOR、主任 ESD COORDINATOR とも同じ内容です。 
・期限内に、テーマに基づいたレポートの提出が必要です。評価を行います。不合格の場合は、再提出が必要に

なります。再提出の場合は有料（5,000 円）となります。 
・主任 ESD COORDINATOR の更新時には、ESD COORDINATOR 試験用問題の 10 問程度の作成をお願いす

ることがあります。 
 

2. 開催頻度 
・原則として、半年毎（原則 10 月、5 月）に開催します。 

 
3. 更新期限 

・更新セミナー受講は、有効期限半年前から受講可能とします。 
・期限に余裕を持って受講しても、その後の継続期間は、前回の有効期限切れ日を基準とした 3 年とします。（例：

有効期限切れが 2010 年 6 月 30 日で、2009 年 10 月に更新セミナーを受講した場合、有効期限切れは 2013 年

6 月 30 日となります。） 
・期限切れ後半年以内であれば、更新セミナーを受講すれば継続可能とします。但し、更新セミナー受講後の有

効期限切れは、前回の有効期限切れ日を基準とした 3 年とします。（例：有効期限切れが 2010 年 6 月 30 日で、

2010 年 10 月に更新セミナーを受講する場合、有効期限切れは 2013 年 6 月 30 日で前の有効期限が基準とな

ります。）また、前回の有効期限切れ後、更新セミナー受講前の期間は、資格一時停止となります（認証書が発行

されません）。 
・期限切れ後半年以内に、更新セミナーを受講しない場合は、資格失効となります。もし、ESD COORDINATOR
資格が要望する場合は、最初からの受講となります。 

 
4. 更新期限内に主任 ESD COORDINATOR へ資格格上げの場合の取り扱い 

・ESD COORDINATOR が主任 ESD COORDINATOR に格上げになった場合、更新セミナーは、格上げ時点か

ら 3 年以内に受講する必要があります。 
・3 年間の資格有効期限切れ時に、ESD COORDINATOR が主任 ESD COORDINATOR セミナーを受講する場

合、合否結果に係わらず、更新セミナーの受講を免除します。 
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＜費用＞ 

区

分 
項  目 

費用（消費税込み）（円） 
RCJ賛助会員 非会員 

① 

ESD COORDINATOR資格更新セミナー 
（ⓐ発表スライドコピー、ⓑRCJS-TR-5-2（第2版）:2017 「静電気現象からの電子デバイス

の保護－指針」、ⓒ「ESDコーディネータのための静電気対策基礎シリーズ」-静電気帯

電防止のための静電気測定(上),(下)」が含まれる） 
（注：上記資料のいずれかを既にお持ちの方でも、特に割引しませんので、ご了承下さい。）  

25,740 33,000 

オプション（RCJ賛助会員、非会員の区別なし。但しESDC資格保有者が対象） 
② RCJS-5-1（第3版）:2016「静電気現象からの電子デバイスの保護－一般要求事項」 3,850 

③ 
「静電気管理技術の基礎－RCJS-5-1、RCJS-TR-5-2を読むために（二澤正行著、RCJ監修）」（全面

改訂第4版（2016年12月発行）） 
6,930（特別割引） 

④ 「静電気管理入門」 （二澤 正行 編著 森北出版：2011年10月発行） 3,960 
⑤ 「静電気管理のためのデータブック」（二澤 正行 監修 RCJ出版：2012年6月） 6,380（特別割引） 

注） ②は、資格認証基準の静電気管理標準で、改訂第 3 版（2016 年 12 月発行）です。 
 ③は、ESDC セミナーで使用している解説書の改訂第 4 版（2016 年 12 月発行）です。 

   ④は、従来より参考図書として推薦していたもので、この度、出版社を代えて再発行したものです。 
  ⑤は、静電気管理用資材や保護アイテムの測定方法と実測データをまとめたもので、ESDC 必読書です。 
     

 


